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「OIモデル契約書」の位置づけ
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附属⽂書

具体的なツール

あるべき契約の姿・考え⽅実態調査
①スタートアップの取引慣⾏に
関する実態調査報告書
（公正取引委員会）

中間報告 2020/06/30
最終報告 2020/11/27

②スタートアップとの事業連携に関する指針
（公正取引委員会・経済産業省）

2021/03/29

③OIモデル契約書（新素材編、AI編）
（特許庁・経済産業省）
新素材編 2020/06/30

AI編 2021/03/29

第40回会議（2020/07/03）
において安倍元総理が「本⽇
は、令和２年度成⻑戦略実⾏
計画案について、審議いたし
ました。（中略）第四に、
オープン・イノベーションの
推進です。⼤企業とスタート
アップ企業の契約の適正化を
図るなど、スタートアップ企
業への資⾦の供給を促進しま
す。」と発⾔。

未来投資会議

（出典）⾸相官邸ホームページより



スタートアップの取引慣⾏に関する実態調査報告書
• 契約類型毎に公取委が独占禁⽌法上問題となるおそれがあると整理した事例

NDA（秘密保持契約）

PoC契約（技術検証契約）

共同研究契約

ライセンス契約

その他

 営業秘密の開⽰

 ⽚務的なNDA等の締結

 NDA違反

 無償作業等  顧客情報の提供

 報酬の減額・⽀払遅延

 損害賠償責任の⼀⽅的負担

 取引先の制限

 最恵待遇条件

 ライセンスの無償提供

 特許出願の制限

 販売先の制限

 知的財産権の⼀⽅的帰属

 名ばかりの共同研究

 成果物利⽤の制限

（注）優越的地位の濫⽤として独占禁⽌法上問題となるのは，連携事業者の取引上の地位がスタートアップに優越していることが前提。
また，優越的地位の濫⽤を含む不公正な取引⽅法として独占禁⽌法上問題となるのは，公正な競争を阻害するおそれが⽣じることが前提。 2



判明した問題事例

• 公取委は、スタートアップの公正かつ⾃由な競争を促進する観点から、「独占禁⽌法違
反⾏為に対しては厳正に対処していく」との⽅針。

共同研究契約（知的財産権の⼀⽅的帰属）
共同研究の成果に基づく知的財産権を連携事業者（相⼿先）のみに帰属させら
れる場合がある。
・正当な理由がないのに、共同研究の成果に基づく知的財産権の無償提供等を
要請する場合は、優越的地位の濫⽤のおそれ。
PoC契約（無償作業等）
①PoCの成果に対する必要な報酬が⽀払われない場合や、
②PoCのやり直しを求められ、その報酬が⽀払われない場合がある。
・正当な理由がないのに、無償でのPoCを要請する場合、⼀⽅的に著しく低い
対価でのPoCを要請する場合など、優越的地位の濫⽤のおそれ。
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スタートアップとの事業連携に関する指針ガイドブック

特許庁 4

• 判明した問題事例とモデル契約書の条項を対応させている。

https://www.jftc.go.jp/dk/startup/su_guidebook.pdf
スタートアップとの事業連携およびスタートアップへの出資に関する指針ガイドブック



OIモデル契約書解説パンフレット

出典︓特許庁ウェブサイト「オープンイノベーションポータルサイト」
（https://www.jpo.go.jp/support/general/open-innovation-portal/index.html）

• モデル契約書に記載された「想定シーン」のもと、実際の交渉シーンについてロールプレイ形式で解説
• 交渉のポイントについてコラム形式で紹介
• オープンイノベーションにおいて意識すべき価値軸についても紹介
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解説パンフレットについて

特許庁 6



想定シーンを設定（解説パンフレット）

特許庁 7



解説パンフレットについて

特許庁 8



OIモデル契約書の実物とその特徴

…

想定シーンを設定

※想定シーンや条項例の作成にあたっては、公正取引委員会による「スタートアップの取引慣⾏に関する実態調査報告書」に
記載の問題事例への対応についても考慮 9

• 想定シーンを設定し、想定シーンに沿った
条項例を提⽰

• 想定シーンにおいては、契約に⾄るまでの
経緯や契約の⽬的を明記

想定シーンと前提条件が合わないケースでは、
条項のチューニングも必要

（OIモデル契約書はゴールド・スタンダードではない）



OIモデル契約書の実物とその特徴

…
…

条項例を提⽰

条項の解説付き

条項の変更例も提⽰

※想定シーンや条項例の作成にあたっては、公正取引委員会による「スタートアップの取引慣⾏に関する実態調査報告書」に
記載の問題事例への対応についても考慮 10

• 合意した条件をタームシートとして提⽰
• タームシートに対応する形での条項設定
• 想定シーン毎・条⽂毎に留意すべきポイン
トを解説に記載



OIモデル契約書（新素材編を例に）

11

OIモデル契約書の解決提案※判明している問題事例契約種別

・開⽰範囲を契約の⽬的に照らして限定する
・契約終了後も⼀定期間の秘密保持義務を
課す

・⾃社の重要資料を取引先が他社に開⽰
・秘密保持期間が短いなど、⼤企業だけに⼀
⽅的に有利な条項

秘密保持契約

・PoCとして実施する作業と対価を明確化
・共同R&Dに進むことの努⼒義務を慫慂

・追加作業を求められるも、契約書が提⽰さ
れず、対価もなし
・PoC後の契約をほのめかされて、無償のPoC
を続けるも、その後の契約なし

PoC契約
(技術検証)

・研究成果の知財はスタートアップ帰属、事
業会社の関⼼事業領域は期間を限定して独
占的ライセンス
・研究の過程で発明を取得した場合の相⼿⽅
への通知義務

・⾃社ノウハウによって⽣まれた発明であっても、
その権利が相⼿側（⼤企業）に帰属する
・製品試作に関連する特許を無断で特許出願
された

共同研究開発
契約

・期間や地域を限定してライセンスを許諾
・イニシャルフィー、ランニングロイヤリティ等の複
数の対価設定によりリスクを極⼩化

・製造や販売に関して、不利益を被るような独
占契約を結ぶように何度も迫られた
・ライセンスの無償提供を求められた

ライセンス契約

※主なものを記載したものであることに注意



オープンイノベーション促進のためのマナーブック
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 オープンイノベーションを成功させるための、良好なパートナーシップ構築において事業会社・スタートアップ・⼤学
等が意識すべきポイントを「マナー」として紹介。

 加えて、オープンイノベーションに取り組む事業会社やスタートアップ・⼤学の関係者からの声をまとめた「Tips集」や、
オープンイノベーションの知財戦略も記載。

 本マナーブックから連携先との良好なパートナーシップの構築のための⼼構えを学び、連携先と実現したい理念や共
同したい⽬的を共有した上で、契約交渉の際はOIモデル契約書を併せて活⽤することで、より円滑かつ効果的に
オープンイノベーションを進めることが可能。
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事業会社とスタートアップのオープンイノベーション促進のためのマナーブック



「OIモデル契約書（新素材編）」の４つの特徴
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1 公取委の調査や未来投資会議での検討を受けた政府の取組

2 ゴールドスタンダードではない新たな契約の選択肢

3 「想定シーン」を設定して各条項のポイントを解説

4 「事業価値の総和を最⼤化」を基本理念とした条項



「OIモデル契約書」のロゴマーク
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 「スタートアップと事業会社の連携を通じ、知財等から⽣み出される事業価
値の総和を最⼤化する」という、「OIモデル契約書」の理念に賛同いただけ
る⽅は是⾮ご活⽤ください。

「OIモデル契約書」ロゴマーク使⽤要領 を特許庁のウェブサイトに掲載しています
<https://www.jpo.go.jp/support/general/open-innovation-portal/document/index/logo-usage-guidelines.pdf＞

出典︓特許庁ウェブサイト「オープンイノベーションポータルサイト」
<https://www.jpo.go.jp/support/general/open-innovation-portal/index.html>



特許庁のオープンイノベーションポータルサイト

16出典︓特許庁ウェブサイト「オープンイノベーションポータルサイト」
（https://www.jpo.go.jp/support/general/open-innovation-portal/index.html）

新素材編
ＡＩ編

⼤学編

［スタートアップ×事業会社］

［⼤学×スタートアップ］
［⼤学×事業会社］



［参考］OIモデル契約書委員会等メンバー

特許庁 17

令和元年度委員会（◎は委員⻑）
◎鮫島正洋 弁護⼠法⼈内⽥・鮫島法律事務所代表パートナー・弁護⼠
増島雅和 森・濱⽥松本法律事務所パートナー
中村亜由⼦ eiicon company 代表／founder
村上泰⼀郎 ピクシーダストテクノロジーズ代表取締役COO
丸⼭和徳 アステラス製薬 研究企画部
久池井淳 アクセンチュア シニア・プリンシパル

アクセンチュア・ベンチャーズ⽇本副統括

※敬称略。所属や肩書は2020年3⽉時点のもの。令和⼆年度・令和三年度委員会（◎は委員⻑）
◎鮫島正洋 弁護⼠法⼈内⽥・鮫島法律事務所代表パートナー・弁護⼠
増島雅和 森・濱⽥松本法律事務所パートナー
江⼾川泰路 江⼾川公認会計⼠事務所代表パートナー
天神雄策 東京⼤学TLO 取締役
中村亜由⼦ eiicon company 代表／founder
村上泰⼀郎 ピクシーダストテクノロジーズ代表取締役COO
久池井淳 ⼀般社団法⼈未踏執⾏理事CSO / 株式会社マクニカSenior Advisor(顧問)
丸⼭和徳 アステラス ベンチャー マネジメント プレジデント

※敬称略。所属や肩書は2022年3⽉時点のもの。



［参考］OIモデル契約書委員会等メンバー

特許庁 18

令和四年度
委員会（◎は委員⻑）
◎鮫島正洋 弁護⼠法⼈内⽥・鮫島法律事務所代表パートナー・弁護⼠
梅⽥絢 東京⼤学TLO ライセンスグループマネージャー
江⼾川泰路 江⼾川公認会計⼠事務所代表パートナー
久池井淳 ⼀般社団法⼈未踏執⾏理事CSO / 株式会社マクニカSenior Advisor(顧問)
中村亜由⼦ eiicon company 代表／founder
増島雅和 森・濱⽥松本法律事務所パートナー
丸⼭和徳 株式会社メディパルホールディングス事業開発本部担当部⻑
村上泰⼀郎 ピクシーダストテクノロジーズ代表取締役COO

広報戦略ワーキンググループ（◎は座⻑）
◎中村亜由⼦ eiicon company 代表／founder
池岡亮 BD スプリントパートナーズシニアコンサルタント
宇井吉美 株式会社aba 代表取締役CEO
加藤宏記 株式会社Drone iPLAB/One ip 弁理⼠法⼈弁理⼠
北⾒裕介 株式会社ユーグレナ広報宣伝部⻑
福井崇博 ONE JAPAN 広報担当/⽇本テレビ放送網株式会社
三宅徹 株式会社未来機械代表取締役
※敬称略。所属や肩書は2023年3⽉時点のもの。



［参考］OIモデル契約書委員会等メンバー

特許庁 19

令和五年度委員会（◎は委員⻑）
◎鮫島正洋 弁護⼠法⼈内⽥・鮫島法律事務所代表パートナー・弁護⼠
増島雅和 森・濱⽥松本法律事務所パートナー
江⼾川泰路 江⼾川公認会計⼠事務所代表パートナー
中村亜由⼦ eiicon company 代表／founder
村上泰⼀郎 ピクシーダストテクノロジーズ代表取締役COO
久池井淳 ⼀般社団法⼈未踏執⾏理事CSO / 株式会社マクニカSenior Advisor(顧問)
丸⼭和徳 株式会社メディパルホールディングス 事業開発本部担当部⻑
⼤⻄晋嗣 九州⼤学副理事（産学連携担当）／九⼤OIP副OIP⻑

※敬称略。所属や肩書は2024年3⽉時点のもの。



［参考］OIモデル契約書作成弁護⼠チーム
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法律事務所amaneku 代表弁護⼠ ⼭本⾶翔先⽣
• 昨年度に加え、⼀昨年度事業においても事務局のモデル契約書の作成業務を全⾯的にサポート頂いた。
• 経済産業省「令和2年度産業技術調査事業「研究開発型ベンチャー企業と事業会社の連携加速及び⼤学発ベン

チャーの実態等に関する調査」」にも事務局としてご⽀援を頂いた。
• モデル契約書（⼤学）作成の全体とりまとめ、委員会における説明等、全⾯的にご⽀援を頂く。
主な役割︓モデル契約書（⼤学）作成実務の全体統括

STORIA法律事務所 柿沼太⼀先⽣
• 顧問先企業として、AI・ITベンダ、モノづくり中⼩企業、その他ベンチャー多数（IT、WEB、AI、バイオ）を抱える。
• 経済産業省「令和2年度産業技術調査事業「研究開発型ベンチャー企業と事業会社の連携加速及び⼤学発ベン

チャーの実態等に関する調査」」にもAI分野のモデル契約書の解説講師としてご⽀援を頂いた。
• モデル契約書（AI）改訂及びパンフレット（AI）作成の全体とりまとめ、委員会における説明等、全⾯的にご⽀援

を頂く。
主な役割︓モデル契約書（AI）改訂実務（ドラフト作成、精査）と、パンフレット（AI）作成業務の全体統括

⽇⽐⾕パーク法律事務所 パートナー 井上 拓先⽣
• 弁護⼠としてスタートアップを中⼼とする法律顧問に従事。
• 経済産業省「令和2年度産業技術調査事業「研究開発型ベンチャー企業と事業会社の連携加速及び⼤学発ベン

チャーの実態等に関する調査」」にも新素材分野のモデル契約書の解説講師としてご⽀援を頂いた。
• モデル契約書（新素材）改訂及びパンフレット（新素材）作成の全体とりまとめ、委員会における説明等、全⾯的

にご⽀援を頂く。
主な役割︓モデル契約書（新素材）改訂実務（ドラフト作成、精査）と、パンフレット（新素材）作成業務の全体
統括

第1回IP BASE 
AWARD
知財専⾨家部⾨
奨励賞受賞

第2回IP BASE 
AWARD
知財専⾨家部⾨
グランプリ受賞

第3回IP BASE 
AWARD
知財専⾨家部⾨
奨励賞受賞



ありがとうございました


